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田辺湾周辺海域の腔腸動物

立方水母目(刺胞動物門，立方クラゲ綱)

久保田信

Faunal list of Coelenterata collected from Tanabe Bay and its vicinities. 

Order Cubomedusae (Phylum Cnidaria， Class Cubozoa) 

SHIN KUBOTA 

立方クラゲ綱(=箱虫綱)，立方水母目の各

種のクラゲが，いかなるポリプからどのよう

に遊離するかは充分に解明されてはいなしミ。

ポリプが極めて小さく，野外から発見される

チャンスがほとんどないためである。しかし，

数種では実験室での飼育によりポリプの形態

が判明し，それらはいずれもヒドロポリプの

個虫に類似し，単体で，口丘の周囲に一環列

の有頭状の触手を備え，成長すると，小さな

娘ポリプを出芽し増殖する。この娘ポリプは

嬬虫状のもので，母ポリプを離れ，底面をは

いまわり分散する性質をもっ。繁殖時期には，

ポリプはl個虫が後を残さずすっかり若いク

ラゲに変態する。この未成熟クラゲはプラン

クトン生活の後，成熟クラゲとなり，有性生

殖により子孫をつくる。

上記のような生活史をたどる立方水母国で

は，クラゲは，ヒドロ虫類および鉢水母類の

クラゲと類似するものの，以下のような特徴

の組み合わせで区別される。擬縁膜をもっ，

葉状体をもっ，傘が立方形で比較的大形，中

田辺湾周辺海域の立方水母目リスト

クラゲ

躍の寒天質が薄い，感覚器は4個，口柄は短

く内傘から外へ突き出さない，口唇は4，口腕

は形成されない，口触手はない，胃糸をもっ，

傘縁に縁弁はない，触手は傘縁に 4本あるい

は4群，生殖巣は間軸部に葉状に形成され

る。この目は刺胞動物門の中では，マイナー

な分類群で，飼育が困難なこともあって，分

類学的諸問題が充分には解決されていない

(Kramp， 1961などを参照)。

田辺湾周辺海域からは，立方水母目のクラ

ゲとして 2属3種が記録されているにすぎな

い。世界で8属以下で，各属とも種数は限ら

れている。日本からは既知の属・種の半数ほ

どが知られている(Uchida，1970などを参

照)。従って，日本では，田辺湾周辺海域に比

較的多様の立方水母類が見られることにな

る。以下のリスト(学名のアルファペット順に

示す)では，同物異名は[ ]中に並記し，和

名があればそれを付した。リスト中に，瀬戸

(白浜)付近が模式産地となっている種はな

し)0

Caηbdea rastonii Haacke， 1886 アンドンクラゲ

Carybdea sivickisi Stiasny， 1926 

Tamoya haplonema F. Mtiller， 1859ヒクラゲ [T. alaω(Raynaud， 1830); T. bursaガG

Maas， 1903; T. bursalis Haeckel， 1880; T. virulenta Kishinouye， 1910)] 
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